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事業報告書 

 
当財団は、公益目的事業として ① 男女共同参画事業 ②  男女共同参画センター管理運営

事業  ③ 施設貸館事業（公益目的利用）の    3     事業を、収益事業として施設貸館事業（公益

目的外利用）を実施し、男女共同参画社会の形成に向けた県民への意識啓発や学習支援、

家庭・地域・職場づくりの促進及び男女共同参画センターの管理運営等を行った。 

 

【公益目的事業】 

I 男女共同参画事業 

男女共同参画の家庭・地域・職場づくりの促進及び学習支援や意識啓発等を行い男女共

同参画社会の実現に寄与するため、次の事業を実施した。 

 

１ 男女共同参画に関する意識啓発及び交流の促進 

(1)男女共同参画に関する諸問題の総合的・実践的な調査研究 

① 調査研究助成事業 

県下各地の地域・生活課題等、男女共同参画に関する諸問題について総合的な調

査研究を募集し、2件の応募の中から審査により次の2件の調査研究事業に助成金を

交付した。 

 

研究テーマ 愛媛県在住の就業女性のアンコンシャスバイアス(性役割意識)、健康

上の課題とヘルスリテラシーの実態調査 

研究者   永江 真弓（人間環境大学松山看護学部助教授） 

調査期間  令和5年7月～令和6年3月 

助成額   700千円 

 

研究テーマ 保育士養成校におけるリカレント教育と女性のセカンドキャリア 

研究者   中塚 良子（松山東雲短期大学教授） 

調査期間  令和5年7月～令和6年3月 

助成額   220千円 

 

(2)男女共同参画社会づくりに関する意識啓発  

① えひめ男女共同参画フェスティバル開催事業 

基調講演、財団自主企画イベント、県内各グループによる企画イベントとフリー

イベントを実施し、男女共同参画に対する県民への意識啓発と気運の醸成に努めた。 

 

開催日時  令和5年12月2日(土)、3日(日) 

内  容   

・基調講演（兼エンパワーメントカレッジ公開講座） 

日  時  12月3日(日)13：30～14：50 

テ ー マ  パパになった旦那よ、ママの本音を聞け！ 

～妻も夫も幸せになるために～ 

講  師  野々村 友紀子（放送作家） 

参加者数  240名(来館：200名、オンライン：40名、アーカイブ視聴回数60回） 

・フリーイベント 

出展数 体験コーナー：16グループ、展示コーナー：8グループ 

販売コーナー：28グループ、ステージ発表：8グループ 
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②男女共同参画社会づくり推進イベント企画募集事業 

男女共同参画意識の向上や人材育成、ネットワークづくり等を図るため、男女共

同参画をテーマとしたイベント企画を募集し、最優秀企画２件を選考し(応募数2

件)、「えひめ男女共同参画フェスティバル2023」において企画イベントとして実

施した。 

 

募集期間  令和5年5月～7月 

応募総数  2件 

採用件数  2件 

 団体名 イベントの名称 参加者数 

最

優 

秀 

劇団プラチナねこ 
演劇公演「奥松瀬(おくませ)物

語」 
55名 

シニア劇団＋南予一期座だんだん 
朗読ミュージカル「温故知新」 

～私だから、の時代へ～ 
45名 

 

③男女共同参画こらぼねっとわーく開催事業 

男女共同参画の理念を集中的に学習し、地域に根差した男女共同参画の視点や必

要性を知ることで、参画をより現実的なものにしていくため、愛媛大学や一般社団

法人愛媛助産師会と連携・協働し各事業を開催した。また、県・市連携の一環とし

て、松山市男女共同参画推進財団との共同事業を実施した。 

 

「リーダー養成セミナー フォローアップ講座」 

開催日時  令和5年11月16日(木)10：00～15：00 

共  催  愛媛大学 教育・学生支援機構 教育企画室 

テ ー マ  リーダーのためのストレス・マネジメント 

～ストレスフルな環境でも効果的なリーダーシップを保つには～ 

講  師  村田 晋也（愛媛大学教育・学生支援機構 教育企画室講師）  

秦 敬治（岡山理科大学 副学長・教授、愛媛大学客員教授） 

対  象  リーダー養成セミナー修了生、大学生等 

参加者数  18名 

 

「パパママほやほや子育てセミナー」 

開催日時  第1回：令和5年10月29日(日)13：30～15：00 

第2回：令和6年1月27日(土)13：30～15：00(※) 

(※)ファザーリング全国フォーラムin愛媛の分科会として実施 

共  催  一般社団法人  愛媛助産師会 

内  容  ・助産師さんのお話 

・パパママが協力してベビーとのスキンシップ 

・パパママのワイワイトーク など 

対  象  １  歳未満の乳児を子育て中のパパママ、妊娠中のカップルなど 

参加者数  第1回：4組（大人8名、子供4名） 

第2回：3組（大人6名、子供3名） 

 

「愛媛県男女共同参画センター・松山市男女共同参画推進センター共同開催事業」 

開催日時  令和5年10月28日(土)【第1部(講演)】13：30～14：50 

【第2部(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ)15：00～16：00】  

開催場所  松山市男女共同参画推進センター 

共  催  公益財団法人松山市男女共同参画推進財団  
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テ ー マ  心をくじく「駄言」は、暮らしの中にあふれている！ 

～『#駄言辞典』から考える そのとき、あなたはどう対応する？～ 

講  師  小田 舞子(『日経xwoman』副編集長、『早く絶版になってほしい#駄言辞典』編集者) 

参加者数  第1部：54名(うちオンライン8名、アーカイブ視聴回数156回) 

      第2部：17名 

 

④男女共同参画社会づくり推進県民大会開催事業 

男女共同参画社会の実現を図るため、県民意識の高揚や自発的な活動を促進し県

民総ぐるみの運動へと発展を図ることを目的に、愛媛県及び松山市男女共同参画推

進財団との共催による事業を実施した。 

 

開催日時  令和5年6月21日(水)13：30～15：30  

開催方法  ハイブリッド形式で実施（YouTubeでのライブ配信とアーカイブ配信）  

内  容   

・基調講演 

テ ー マ  多様化する時代に選ばれる会社や地域になるために 

講  師  川島 高之（NPO法人ファザーリング・ジャパン理事） 

・対談 

テ ー マ  次世代に選ばれる会社や地域になるために 

出 演 者  川島 高之（基調講演講師） 

桐木 陽子（愛媛県男女共同参画会議会長、松山東雲短期大学教授） 

大塚 尚士（愛媛県保健福祉部男女参画・子育て支援課 少子化対策推進マネージャー） 

参加者数  283名(うちオンライン83名、アーカイブ視聴回数345回)  

 

⑤えひめ女性財団情報発信事業 

財団が年度内に実施した事業等を広く周知していくための情報誌「かがやき第44

号」を1,500部発行した。また、SNS及びホームページを活用し、各種情報を随時発

信するなど、各種媒体を通して財団事業への参加やセンターの利用促進を図った。 

 

２ 男女共同参画の家庭・地域・職場づくりの促進及び学習支援          

(1)男女共同参画の家庭・地域・職場づくりの促進 

① 男性のための共同参画セミナー開催事業 

NPO法人ファザーリング・ジャパンと共催で実施したファザーリング全国フォーラ

ムin愛媛にて、財団主催の講演会を実施したほか、公募により地域グループと共催

で事業を行い、男性の意識改革や男女共同参画の家庭・地域づくりのための意識啓

発を図った。 

 

・公益財団法人えひめ女性財団主催事業① 

テ ー マ  親子で楽しむ、すくすく子どもカラダづくり教室 

開催日時  令和6年1月27日(土)第1部10：30～11：00 

第2部11：30～12：00 

開催場所  えひめこどもの城 あいあい児童館 

講  師  國廣 里（パーソナルトレーナー） 

参加者数  第1部３組８人(大人3人、子供5人) 

第2部８組30人(大人14人、子供16人) 

 

・公益財団法人えひめ女性財団主催事業② 

テ ー マ  ワンオペJOKER作者宮川サトシと語る、俺達の子育て奮闘記 
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開催日時  令和6年1月27日(土)14：10～15：30 

開催場所  えひめこどもの城 あいあい児童館 

講  師  宮川 サトシ（漫画家） 

パネリスト  森岡 岳夢（愛媛新聞社記者） 

パネリスト  村上 信介（愛媛県労政雇用課職員） 

進 行 役  川島 高之（NPO法人ファザーリング・ジャパン理事）  

参加者数  70名 

 

・地域グループとの共催事業 

開催日時  令和5年11月15日(水)10：00～12：30 

開催場所  宇和島市明倫公民館 

共  催  宇和島市食生活改善推進協議会OB料理クラブ 

内  容  料理教室 

参加者数  24名 

 

② えひめ女性財団出前講座開催事業 

財団職員がグループや職場・学校等で開催する講演会、勉強会、研修会等に出向

き講演やワークショップを行い、男女共同参画に関する意識啓発を行った。 

実施件数    55件 

参加者数  5,788名 

開催場所  （東予）四国中央市、新居浜市、西条市、今治市、上島町 

（中予）松山市、東温市、伊予市、砥部町 

（南予）八幡浜市、大洲市、宇和島市、西予市、内子町、愛南町 

 

Ⅱ 男女共同参画センター管理運営事業 

女性の社会参加の促進、能力の開発等を通じた男女共同参画の促進を図るための県の

拠点施設である、愛媛県男女共同参画センターの管理運営等を行った。 

 

１ 愛媛県男女共同参画センターの管理運営 

愛媛県男女共同参画センターの適正な維持管理に努め、研修、相談、情報提供のほ

か、配偶者暴力相談支援センターに関する業務を行った。 
 

(1)各種の研修及び相談並びに学習の機会の提供 

①  研修業務 

内 容  男女共同参画社会の形成に向けた意識の高揚を図るため様々な分野

を男女共同参画の視点から学習した。 

対 象  県内在住の18歳以上の者 
 

エンパワーメントカレッジ：6講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 座 名 講義数 実 施 期 間 参加者数 

リーダー養成セミナー 7 7月14日(金)～11月2日(木) 

27名 

オープンカレッジ 

対面23名、ｵﾝﾗｲﾝ21名 

支援者のためのアドバンスセミナー 1 8月5日(土) 26名 

人生100年時代のウェルエイジングセミナー 4 8月26日(土)～10月20日(金) 
62名 

オープンカレッジ24名 

ママのためのライフバランスセミナー 5 9月7日(土)～10月13日(金) 24名 

花咲くなでしこ応援塾 3 2月10日(土)～3月9日(土) 31名、ｵﾝﾗｲﾝ3名 

公開講座 1 12月3日(日) 200名、ｵﾝﾗｲﾝ40名 

合 計 21  481名(うちｵﾝﾗｲﾝ64名) 
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地域エンパワーメントカレッジ：４会場 

 

 

 

 

 

 

② 相談業務 

女性に関するさまざまな悩みについて、問題点を整理しながら必要な情報やアド

バイスを提供するなど、相談者自身が問題解決に向けて取り組めるよう支援した。

ＤＶ被害者相談では、配偶者暴力相談支援センターとして関係機関との連携のもと、

被害者の自立に向けた支援に取り組んだ。また、前年度に引き続き男性相談員によ

る男性向け相談を受け付けた。 

 

業務内容 ①女性相談員による総合相談（火曜日～日曜日） 

②臨床心理士による心理相談（月4回：第1～4木曜日） 

③弁護士による法律相談（月3回：第1、2、4木曜日） 

④男性相談員による男性相談（月2回：第1水曜日、第3土曜日） 

相談件数 1,973件※（内訳：総合相談1,744件、心理相談180件、法律相談49件） 

男性相談 39件 

※相談件数にはDV被害者相談件数143件（うち配偶者暴力相談支援センターの相

談件数142件）が含まれる。 

 

(2)情報の収集及び提供 

各種事業や相談、図書情報、貸館利用等について、センターのホームページや

X(旧：Twitter)に適宜情報を掲載し、施設の利用促進に努めた。 

図書情報資料室での蔵書貸出や新刊等の図書購入のほか、国、各自治体、関連施設

等の情報誌等の整理や、要請に応じた情報提供を行った。 

えひめ性暴力被害者支援センターにおいては、ホームページやXによる周知のほか、

ロビー展を活用して啓発展示をするなどして情報発信に努めた。 

(図書情報資料室） 

蔵書貸出人数／延べ529人、蔵書貸出冊数／926冊 

年度内図書購入冊数／  90 冊、年度末蔵書総数／7,583  冊 

 

(3)女性の文化活動、地域活動等への援助 

男女共同参画センターロビーの常設展示コーナーを、県内から応募のあった団体や

グループの活動成果発表や交流の場として無料開放し、親しみのある施設運営ととも

に文化活動の支援を行った。また、県内の自治体・団体・グループ等からの事業（講

師の紹介やカリキュラム作成等）や相談等に関する問い合わせに対し、地域参画促進

のための情報提供や専門的アドバイスを行った。 

 

・男女共同参画センターロビー展  

実施期間  令和5年4月～令和6年3月 

参 加 数  12グループ 

内  容  絵手紙、帯結び展示、活動展示 ほか 

 

・団体・グループ等への活動支援 

件  数  17件 

会場名（実施場所） 講義数 実施期間 参加者数 

鬼北会場（近永公民館） 2 9月14日(木)、9月20日(水) 34名 

西条会場（西条市総合文化センター） 2 9月27日(水)、10月3日(火) 34名 

愛南会場（御荘文化センター） 2 10月19日(木)、10月26日(木) 30名 

久万高原会場（久万町民館） 2 11月17日(金)、11月24日(金) 28名 

合  計 8  126名 
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内  容  講師やグループの紹介、募集・実施等事業運営のアドバイス、ＤＶ

被害者支援に関する専門的アドバイス など 
 

(4)男女共同参画推進委員補助業務 

愛媛県が設置する苦情処理機関（男女共同参画推進委員）の受付・補助を行った。 

令和5年度・・・申し出件数 0件 

  

２ 性暴力被害者支援センター運営事業 

性暴力被害者の尊厳を守り、心身に受けた被害の軽減、当該影響からの早期回復に

資するため、365日24時間体制で、性暴力被害に対する専門相談に取組んだ。また、必

要に応じて同行支援や経済的支援を行った。 

 

総相談件数   575件……面談54件、電話521件（うちコールセンター191件） 

被害者の性別  女性402名、男性50名、その他123名 

被害者の年齢  10代以下77名、20代150名、30代24名、40代44名、50代42名、 

60代以上20名、不明218名 

 

・ひめここ(えひめ性暴力被害者支援センター)講演会 

日  時  令和5年11月25日(土)13：30～15：30 

テ ー マ  法的な側面から女性の支援を考える 

～女性支援活動を通して見えてきたもの～ 
講  師  大谷 恭子（弁護士、一般社団法人若草プロジェクト代表理事） 

参加者数  35名（来館：23名、オンライン：12名） 

 

 

 

Ⅲ 施設貸館事業（公益目的事業及び収益事業に共通） 

愛媛県の指定管理者として、愛媛県男女共同参画センターの管理運営業務の一つとし

て、男女共同参画推進等の公益目的やその他公益目的以外での、各種行事や勉強会・集

会等の実施に対し施設提供を行った。 

 

(1)施設利用促進業務 

愛媛県有施設の施設利用予約システムが令和5年10月より本格稼働するにあたり、愛

媛県男女共同参画センターも同システムを導入し、施設の空き状況の確認や予約申し

込み、利用料金の支払いをよりスムーズに行えるようにした。また、愛媛県と協議の

うえ、自動火災報知設備の更新工事と防火シャッターの危害防止装置設置工事を行う

など、館内の消防避難設備の改修を進めたほか、経年劣化が進んでいた研修室の長机

と椅子を刷新するなど、安全・安心でより利用しやすい施設環境づくりに努めた。 

そのほか、センターの案内チラシを新たに作成し、研修講座や各イベントで配布し

ながら施設の周知に努めた。 

 

 

 

 
 

貸館利用件数 

貸館利用者数 

貸館利用料収入 

稼働率 

2,426 

50,021 

10,408,230 

55.5 

件 

名 

円 

％ 
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 庶務の概要 
   （令和6年3月31日現在） 

１ 評議員会 
(1)評議員数 5名 

 

 

 

 

 

 
(2)任期 選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで 

(3)開催状況  

 

 

 

 

 
 

 

 

２ 理事会 
(1)役員数 理事  10  名（理事長 1 名、常務理事 1 名、理事8 名）、監事 2名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（2）任期 

理事：選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで 

  監事：選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで 

 

（3）開催状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 現 職 等 就任 

中 野 博 子 石丸小児科  副院長 R3.6.15 

野 中 健 次 株式会社松山機型工業  代表取締役 〃 

野 本 百合子 愛媛県立医療技術大学  教授 〃 

市 川 武 志 弁護士 R5.4.1 

星 加 美 樹 愛媛県保健福祉部生きがい推進局  局長 〃 

 

開催年月日 付 議 事 項 議決事項 

令和5年6月15日(木) 

13：30～14：10 
至：愛媛県男女共同参画センター 

(1) 令和4年度事業報告及び収支決算の承認について 

(2) 理事の選任を求めることについて 
原案可決 

令和6年3月28日(木) 

13：30～14：30 
至：愛媛県男女共同参画センター 

(1) 評議員の選任を求めることについて 原案可決 

 

役職 氏 名 現 職 等 就任 

理事長 越 智 やよい 前愛媛県男女共同参画センター 館長 R5.6.15 

常務理事 仙 波 純 子 愛媛県男女共同参画センター館長 〃 

理 事 髙 市 眞 一 農事組合法人ほのぼの農園 代表理事 〃 

〃 眞 鍋 誠 子 今治看護専門学校 副校長 〃  

〃 小 國 恵 子 女性と防災の会 代表 〃  

〃 上 村 芽衣子 第一次産業女子ネットワーク・さくらひめ会員 〃  

〃 佐 川 東輝枝 愛媛県商工会議所女性会連合会 会長 〃  

〃 信 貴 正 美 公益財団法人えひめ女性財団 参事 〃  

〃 岡 本  隆 愛媛大学社会共創学部 教授 〃 

〃 高 岡 利 三 愛媛県民生児童委員協議会 副会長 〃 

監 事 飯 尾 智 仁 愛媛県商工会連合会 専務理事 〃  

〃 石 丸 裕 司 税理士 〃  

 

開催年月日 付 議 事 項 議決事項 

令和5年4月1日(土) 

（書面決議） 
(1) 常務理事選定の件について 原案可決 

令和5年5月25日(木) 

13：30～14：40 
至：愛媛県男女共同参画センター 

(1) 令和4年度事業報告及び収支決算の承認について 

(2) 公益財団法人えひめ女性財団評議員会の開催について 
原案可決 

令和5年6月15日(木) 

（書面決議） 
(1) 代表理事選定の件について 

(2) 常務理事選定の件について 
原案可決 

令和6年3月5日(火) 

13：30～15：10 
至：愛媛県男女共同参画センター 

(1) 令和6年度事業計画及び収支予算の承認について 

(2) 公益財団法人えひめ女性財団就業規程の一部改正について 

(3) 公益財団法人えひめ女性財団評議員会の開催について 

原案可決 
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 ３ 職員の状況 

職員の配置は、次のとおりである。 
   ○事務局 6  名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ○男女共同参画センター 11名      ○性暴力被害者支援センター 11名 

      

          

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常 務 理 事 

参 事 

副 参 事 

副 参 事 

会 計 責 任 者 

出 納 員 

主 任 

事 務 補 助 員 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

（男女共同参画センター館長兼務） 

（男女共同参画センター事務局長及び性暴力被害者支援センター所長兼務） 

（男女共同参画センター総務課長兼務） 

（男女共同参画センター事業課長兼務） 

（参事兼務） 

（男女共同参画センター総務課長兼務） 

（男女共同参画センター主任兼務） 

所 長 

主 任 支 援 員 

支 援 員 

1 

1 

9 

館 長 

事 務 局 長 

総 務 課 長 

事 業 課 長 

主 任 

相 談 員 

事 務 補 助 員 

1 

1 

1 

1 

2 

3 

2 
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当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１　経常増減の部

（1）経常収益

①　基本財産運用益 (     16,268,479) (     16,268,479) (              0)

基本財産受取利息 16,268,479 16,268,479 0

②　特定資産運用益 (            635) (            627) (              8)

特定資産受取利息 635 627 8

③　事業収益 (     11,076,613) (     10,908,542) (        168,071)

男女共同参画事業収益 668,383 405,602 262,781 

施設貸館事業収益 10,408,230 10,502,940 △ 94,710 

④　受取補助金等 (    103,144,829) (     93,382,303) (      9,762,526)

男女共同参画センター管理運営受託収益 85,129,000 76,898,000 8,231,000

性暴力被害者支援センター運営事業受託収益 16,760,864 16,484,303 276,561

男女共同参画社会づくり推進県民大会受託収益 1,254,965 0 1,254,965

⑤　受取寄附金 (              0) (              0) (              0)

受取寄附金 0 0 0

⑥　雑収益 (        443,657) (        399,280) (         44,377)

受取利息 484 468 16 

その他雑収入 443,173 398,812 44,361 

130,934,213 120,959,231 9,974,982

（2）経常費用

①　事業費 (    122,637,079) (    110,442,116) (     12,194,963)

給料手当 37,388,640 35,917,065 1,471,575

嘱託職員報酬 11,632,973 11,296,752 336,221

福利厚生費 6,546,180 6,034,400 511,780

旅費交通費 1,004,894 673,598 331,296 

通信運搬費 1,236,741 1,247,240 △ 10,499 

消耗什器備品費 578,655 350,234 228,421

消耗品費 4,319,910 3,775,407 544,503 

修繕費 15,022,755 4,713,390 10,309,365

印刷製本費 1,845,800 1,421,695 424,105 

燃料費 8,250 0 8,250

光熱水料費 11,519,347 12,301,684 △ 782,337 

賃借料 2,341,384 2,146,312 195,072

保険料 35,420 35,420 0

諸謝金 4,562,884 3,998,884 564,000 

租税公課 4,562,272 4,321,193 241,079 

支払負担金 501,620 556,965 △ 55,345 

支払助成金 1,247,088 1,071,327 175,761 

委託費 17,279,816 20,030,800 △ 2,750,984 

手数料 273,350 204,200 69,150 

広告料 715,000 327,250 387,750

雑費 14,100 18,300 △ 4,200 

科　　　　目

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年4月1日から令和6年3月31日まで　　　　　　　      （単位：円）

経常収益計(A）

収支決算報告書 

 
１．正味財産増減計算書
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当　年　度 前　年　度 増　　減

②　管理費 (     7,754,304) (     9,362,254) (  △ 1,607,950)

役員報酬 250,000 290,000 △40,000 

給料手当 2,319,299 2,776,871 △457,572 

嘱託職員報酬 25,161 513,721 △488,560 

臨時雇賃金 0 15,000 △15,000 

退職給付費用 1,422,590 1,538,957 △116,367 

福利厚生費 416,292 476,937 △60,645 

旅費交通費 116,440 46,728 69,712 

通信運搬費 315,161 466,671 △ 151,510 

消耗什器備品費 100,540 477,510 △376,970 

消耗品費 1,096,809 1,126,693 △29,884 

修繕費 0 54,945 △54,945 

印刷製本費 293,700 378,400 △84,700 

賃借料 418,874 374,614 44,260

諸謝金 423,000 430,000 △ 7,000 

租税公課 26,668 18,507 8,161 

支払負担金 7,600 7,600 0

委託費 363,000 363,000 0 

手数料 159,170 6,100 153,070 

130,391,383 119,804,370 10,587,013

542,830 1,154,861 △612,031 

２　経常外増減の部

（1）経常外収益

0 0 0

（2）経常外費用

0 0 0

0 0 0

542,830 1,154,861 △612,031 

506,600 578,300 △ 71,700 

36,230 576,561 △540,331 

51,266,571 50,690,010 576,561

51,302,801 51,266,571 36,230 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①　基本財産運用益 (    16,268,479) (    16,268,479) 0

基本財産受取利息 16,268,479 16,268,479 0

②　一般正味財産への振替額 （　△16,268,479) （　△16,268,479) 0

一般正味財産への振替額 △16,268,479 △16,268,479 0

0 0 0

1,000,000,000 1,000,000,000 0

1,000,000,000 1,000,000,000 0

1,051,302,801 1,051,266,571 36,230 

科　　　　目

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年4月1日から令和6年3月31日まで　　　　　　　      （単位：円）

経常費用計(B）

　　当期経常増減額(C）(A)-(B）

経常外収益計(D）

経常外費用計(E）

　　　当期経常外増減額(F）(D)-(E）

税引前当期一般正味財産増減額(G）(C)＋(F）

法人税、住民税及び事業税(H）

当期一般正味財産増減額(I）(G)−(H)

一般正味財産期首残高(J）

一般正味財産期末残高(K)　(I)＋(J)

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高(L）

Ⅲ　正味財産期末残高(M）(K)＋(L）
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収益事業等会計

男女共同参画 事業
男女共同参画セン
ター管理運営事業

施設貸館事業 共　通 小　計 施設貸館事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部

（1）経常収益

(  4,067,119) (  4,067,119) (  12,201,360) (  16,268,479)

基本財産受取利息 4,067,119 4,067,119 12,201,360 16,268,479

(         635) (         635)

特定資産受取利息 635 635

(    668,383) ( 4,163,292) (  4,831,675) (6,244,938) (  11,076,613)

男女共同参画事業収益 668,383 668,383 668,383

施設貸館事業収益 4,163,292 4,163,292 6,244,938 10,408,230

④　受取補助金等 (  1,254,965) (80,607,614) (12,769,350) ( 94,631,929) (8,512,900) ( 103,144,829)

男女共同参画センター
受託収益 63,846,750 12,769,350 76,616,100 8,512,900 85,129,000

性暴力被害者支援センター受
託収益

16,760,864 16,760,864 16,760,864

男女共同参画社会づくり推進
県民大会受託収益

1,254,965 0 1,254,965 1,254,965

⑤　受取寄附金 (          0) (          0) (           0)

受取寄附金 0 0 0

⑥　雑収益 (        120) (         0) (         0) (        120) (  443,173) (         364) (     443,657)

受取利息 120 120 364 484

その他雑収入 0 0 0 443,173 443,173

　　経常収益計 5,990,587 80,607,614 16,932,642 0 103,530,843 15,201,011 12,202,359 130,934,213

（2）経常費用

①　事業費 (  8,748,137) (83,870,587) (18,011,004) (          0) ( 110,629,728) (12,007,351) ( 122,637,079)

給料手当 1,784,073 25,792,166 5,887,441 33,463,680 3,924,960 37,388,640

嘱託職員報酬 352,229 11,217,847 37,738 11,607,814 25,159 11,632,973

福利厚生費 314,023 4,505,032 1,036,275 5,855,330 690,850 6,546,180

旅費交通費 261,629 743,265 0 1,004,894 0 1,004,894

通信運搬費 228,656 852,391 93,416 1,174,463 62,278 1,236,741

消耗什器備品費 419,731 95,354 515,085 63,570 578,655

消耗品費 569,497 2,655,482 656,957 3,881,936 437,974 4,319,910

修繕費 9,314,108 3,425,188 12,739,296 2,283,459 15,022,755

印刷製本費 909,700 818,642 70,474 1,798,816 46,984 1,845,800

燃料費 5,115 1,881 6,996 1,254 8,250

光熱水料費 7,141,995 2,626,411 9,768,406 1,750,941 11,519,347

賃借料 158,630 1,562,676 372,045 2,093,351 248,033 2,341,384

保険料 21,960 8,075 30,035 5,385 35,420

諸謝金 1,214,512 3,348,372 4,562,884 4,562,884

租税公課 50,190 3,053,429 875,191 3,978,810 583,462 4,562,272

支払負担金 28,370 439,167 20,450 487,987 13,633 501,620

支払助成金 1,247,088 1,247,088 1,247,088

委託費 859,140 11,749,458 2,802,729 15,411,327 1,868,489 17,279,816

手数料 267,300 3,751 1,379 272,430 920 273,350

広告料 495,000 220,000 715,000 715,000

雑費 8,100 6,000 14,100 14,100

①　基本財産運用益

②　特定資産運用益

１　経常増減の部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで　　　　　　　　 　　　　        （単位：円）
公益目的事業会計

科　　目 法人会計 合　計

③　事業収益

（正味財産増減計算書内訳表） 
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収益事業等会計

男女共同参画 事業
男女共同参画セン
ター管理運営事業

施設貸館事業 共　通 小　計 施設貸館事業

②　管理費 (   7,754,304) (   7,754,304)

役員報酬 250,000 250,000

給料手当 2,319,299 2,319,299

嘱託職員報酬 25,161 25,161

退職給付費用 1,422,590 1,422,590

福利厚生費 416,292 416,292

旅費交通費 116,440 116,440

通信運搬費 315,161 315,161

消耗什器備品費 100,540 100,540

消耗品費 1,096,809 1,096,809

修繕費 0 0

印刷製本費 293,700 293,700

賃借料 418,874 418,874

諸謝金 423,000 423,000

租税公課 26,668 26,668

支払負担金 7,600 7,600

委託費 363,000 363,000

手数料 159,170 159,170

8,748,137 83,870,587 18,011,004 0 110,629,728 12,007,351 7,754,304 130,391,383

　　当期経常増減額 △2,757,550 △3,262,973 △1,078,362 0 △7,098,885 3,193,660 4,448,055 542,830 

２　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（2）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0

△2,757,550 △3,262,973 △1,078,362 0 △7,098,885 3,193,660 4,448,055 542,830 

1,217,220 1,217,220 △1,217,220 0

△2,757,550 △3,262,973 △1,078,362 1,217,220 △5,881,665 1,976,440 4,448,055 542,830 

0 0 0 0 0 506,600 0 506,600

△2,757,550 △3,262,973 △1,078,362 1,217,220 △5,881,665 1,469,840 4,448,055 36,230 

△13,407,785 △19,534,501 △8,394,226 9,622,222 △31,714,290 17,233,980 65,746,881 51,266,571

△16,165,335 △22,797,474 △9,472,588 10,839,442 △37,595,955 18,703,820 70,194,936 51,302,801

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①　基本財産運用益 (  4,067,119) (        0) (        0) (        0) (  4,067,119) (        0) (  12,201,360) (  16,268,479)

基本財産受取利息 4,067,119 0 0 0 4,067,119 0 12,201,360 16,268,479

②　一般正味財産への振替額 （△4,067,119) (        0) (        0) (        0) （△4,067,119) (        0) （△12,201,360) （△16,268,479)

一般正味財産への振替額 △4,067,119 0 0 0 △4,067,119 0 △12,201,360 △16,268,479 

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

250,000,000 0 0 0 250,000,000 0 750,000,000 1,000,000,000

250,000,000 0 0 0 250,000,000 0 750,000,000 1,000,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 233,834,665 △22,797,474 △9,472,588 10,839,442 212,404,045 18,703,820 820,194,936 1,051,302,801

　　経常費用計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで　　　　　　　　 　　　　        （単位：円）
公益目的事業会計

科　　目 法人会計 合　計

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

他会計振替前当期一般正味財産増減額

他会計振替額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額
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当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

　現金預金 55,594,868 50,143,552 5,451,316 

　　現金 10 0 10 

　　普通預金

　　　伊予銀行愛媛県庁支店1206359 48,171,991 39,649,776 8,522,215 

　　　愛媛銀行中央通支店0208630 1,195,312 4,901,132 △ 3,705,820 

　　　愛媛銀行中央通支店3449030 6,227,555 5,592,644 634,911

  未収金 6,111,438 11,783,849 △ 5,672,411 

61,706,306 61,927,401 △ 221,095 

２．固定資産

(1)基本財産

　　　基本財産有価証券 996,786,396 996,467,917 318,479

　　　基本金引当預金 3,213,604 3,532,083 △ 318,479 

1,000,000,000 1,000,000,000 0

(2)特定資産

　　　退職給付引当資産 31,987,368 30,564,778 1,422,590

　　　資金運用基金積立資産 1,340,000 1,340,000 0 

33,327,368 31,904,778 1,422,590 

(3)　その他固定資産

　　　什器備品 1 1 0

　　　電話加入権 374,920 374,920 0

374,921 374,921 0

1,033,702,289 1,032,279,699 1,422,590 

1,095,408,595 1,094,207,100 1,201,495

１．流動負債

　　未払金 10,211,420 10,770,637 △ 559,217 

　　前受金 1,252,000 960,260 291,740 

　　預り金 655,006 644,854 10,152

12,118,426 12,375,751 △ 257,325 

２．固定負債

　　退職給付引当金 31,987,368 30,564,778 1,422,590 

31,987,368 30,564,778 1,422,590 

44,105,794 42,940,529 1,165,265 

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

　　出損金 1,000,000,000 1,000,000,000 0

1,000,000,000 1,000,000,000 0

　　　（うち基本財産への充当額） (    1,000,000,000) (    1,000,000,000) (              0)

　　　（うち特定財産への充当額） 0 0 0

２．一般正味財産 51,302,801 51,266,571 36,230 

　　　（うち基本財産への充当額） (                0) (                0) (              0)

　　　（うち特定財産への充当額） (        1,340,000) (        1,340,000) (              0)

1,051,302,801 1,051,266,571 36,230 

1,095,408,595 1,094,207,100 1,201,495

Ⅱ　負債の部

令和6年3月31日現在　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

流動資産合計

固定資産合計

資産合計

基本財産合計

特定財産合計

　　　その他固定資産合計

負債及び正味財産合計

流動負債合計

負債合計

固定負債合計

指定正味財産合計　

正味財産合計

 

２．貸借対照表  
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１．継続組織の前提に関する注記

　　該当する事項はない。

２．重要な会計方針

（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　 　償却原価法（定額法）によっている。

（2）固定資産の減価償却の方法

　 　定額法によっている。

（3）引当金の計上基準

　 　退職給付引当金

　　 　職員に対する退職金の支給に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき期末要支給額に相当する

　 　　金額を計上している。

（4）消費税等の会計処理

　 　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更

　　変更はない。

４．基本財産及び特定財産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　基本財産有価証券 996,467,917 318,479 0 996,786,396

　基本金引当預金 3,532,083 0 318,479 3,213,604

1,000,000,000 318,479 318,479 1,000,000,000

特定資産

　退職給付引当資産 30,564,778 1,422,590 0 31,987,368

　資金運用基金積立資産 1,340,000 0 0 1,340,000

31,904,778 1,422,590 0 33,327,368

1,031,904,778 1,741,069 318,479 1,033,327,368

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産から

  の充当額）

（うち一般正味財産から

  の充当額）
（うち負債に対応する額）

基本財産

　基本財産有価証券 996,786,396 (    996,786,396) ― ―

　基本金引当預金 3,213,604 (      3,213,604) ― ―

1,000,000,000 (  1,000,000,000) ― ―

特定資産

　退職給付引当資産 31,987,368 ― ― (    31,987,368)

　資金運用基金積立資産 1,340,000 ― (     1,340,000) ―

33,327,368 (              0) (     1,340,000) (    31,987,368)

1,033,327,368 (  1,000,000,000) (     1,340,000) (    31,987,368)

６．担保に供している資産

　　該当する事項はない。

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残額

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

その他の固定資産

　什器備品 224,025 224,024 1

224,025 224,024 1

科　　目

合　　計

科　　目

小　　計

小　　計

合　　計

合　　計

小　　計

小　　計

科　　目

３．財務諸表に対する注記 
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８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
　　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次の通りである。

（単位：円）

未収金

　基本財産受取利息

　　利付国債(第8回） 0

0

　男女共同参画事業収益

　　男女共同参画事業収入 33,472 33,472

　受取補助金

　　性暴力被害者支援ｾﾝﾀｰ運営事業委託料 0

　雑収入 0

　　3月分自動販売機売上手数料

９．保証債務等の偶発債務

　　該当する事項はない。

10．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額

基本財産

11．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。　

（単位：円）

交付者 当期増加額 当期末残高

補助金

愛媛県 0

愛媛県 0

愛媛県 0 0

0

12．基金及び代替基金の増減額及びその残額

　　該当する事項はない。

13．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。　　

経常収益への振替額

　基本財産運用利息の振替額

  減価償却費計上による振替額

14．関連当事者との取引の内容

　　該当する事項はない。

15．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

　　該当する事項はない。

16．重要な後発事象

　　該当する事項はない。

一般正味財産

  愛媛県男女共同参画ｾﾝﾀｰ管理運

  営委託料

内　   訳 金  額（円）

15,950,000

合  　  計 16,268,479

318,479

合　　計 0 103,144,829 103,144,829

  えひめ性暴力被害者支援ｾﾝﾀｰ運

  営事業委託料
0 16,760,864 16,760,864

  男女共同参画社会づくり推進県

　民大会開催業務委託料
1,254,965 1,254,965

一般正味財産

一般正味財産

補助金等の名称

0 85,129,000 85,129,000

　政府保証第260回日本高速道路保有・債務返済機構債(30年) 499,240,330 481,300,000

合　　 　計 996,786,396 1,031,300,000

　利付国債（30年）第8回 497,546,066 550,000,000

32,820 32,820

合        計 6,111,438 0 6,111,438

評価損益

貸借対照表上の記載区分前期末残高 当期減少額

52,453,934

科　　 　目 時　価

△ 17,940,330

34,513,604

326,242 326,242

科        目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高 債権の当期末残高

3,205,479 3,205,479
　　政府保証第260回日本高速道路保有・債務返済

    機構債
2,513,425 2,513,425
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場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 10

普通預金 伊予銀行愛媛県庁支店 運転資金として 48,171,991
1206359

愛媛銀行中央通支店 運転資金として 1,195,312
0208630

愛媛銀行中央通支店 運転資金として 6,227,555
3449030

未収金 伊予銀行、愛媛銀行ほか 基本財産受取利息ほか 6,111,438

61,706,306

（固定資産）

基本財産

基本財産有価証券 伊予銀行
　利付国債(30年)第8回

公益目的保有財産であり、運用益を
男女共同参画事業及び財団管理業務
の財源として使用している。

497,546,066

SMBC日興証券

　政府保証第260回日本高速道路

　保有・債務返済機構債(30年)

公益目的保有財産であり、運用益を
男女共同参画事業及び財団管理業務
の財源として使用している。

499,240,330

基本金引当預金 普通預金1679597
伊予銀行　愛媛県庁支店

公益目的保有財産であり、運用益を
男女共同参画事業及び財団管理業務
の財源として使用している。

3,213,604

特定資産

退職給付引当資産 定期預金75565059
愛媛銀行　県庁支店

職員に対する退職金の支払いに備え
た預金。

31,987,368

資金運用基金積立
資産

定期預金7510069
伊予銀行　愛媛県庁支店

公益目的保有財産であり、財団管理
業務等の財源に充てる預金。

1,340,000

その他固定資産

什器備品 記載台 財団管理業務で使用している。 1

電話加入権 男女共同参画事業及び財団管理業務
の資産

374,920

1,033,702,289

1,095,408,595

(流動負債）

未払金 施設設備保守点検等の委託業
者に対する委託費未払額ほか

委託費ほか 10,211,420

前受金 令和６年度貸館利用料金 次年度の施設利用料収納額 1,252,000

預り金 所得税、住民税ほか 源泉徴収による預り金ほか 655,006

12,118,426

（固定負債）

退職給付引当金 31,987,368

固定負債合計 31,987,368

　　負債合計 44,105,794

　　正味財産 1,051,302,801

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

令和6年3月31日現在　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

貸借対照表科目

流動資産合計

 

４．財産目録 
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正味財産増減計算書

Ⅰ．一般正味財産増減の部

一致

Ⅱ．指定正味財産増減の部

一致

一致

貸借対照表

Ⅰ．資産の部
Ⅱ．負債の部
Ⅲ．正味財産の部
　１．指定正味財産

正味財産合計 1,051,302,801

Ⅲ．正味財産期末残高 1,051,302,801

　２．一般正味財産 51,302,801

一般正味財産期末残高 51,302,801

指定正味財産期末残高 1,000,000,000

指定正味財産合計 1,000,000,000

(1)　基本財産及び特定資産の明細
　　　基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記に掲載しているため、記載を省略。
　　　また、基本財産及び特定資産の重要な増減はありません。

(2)　引当金の明細
（単位：円）

　　　　当期減少額
目的使用 その他

退職給付引当金 30,564,778 1,422,590 0 0 31,987,368

科　目 期首残高 当期増加額 期末残高

 

５．正味財産増減計算書と貸借対照表の整合性チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．附属明細書 

 

 

 

 





法人の名称

収益事業等から生じた
利益の繰入割合

第２段階の合計
費用の額

至 令和6年3月31日

110,629,728

設立登記日（注）

社員の資格の得喪の条件
（公益社団法人のみ）

注　旧民法に基づき設立された法人にあっては、新制度への移行登記をした日付になります。

この法人は、男女が互いに人権を尊重し、性別にとらわれずそれぞれの個性と能力を十分に
発揮しながら、あらゆる分野で対等に参画することにより、互いに利益を享受し、責任を分かち
合える男女共同参画社会の実現に寄与することを目的とする。

人

主たる事務所の所在場所

収入＞費用の場合の対応

松山市山越町４５０番地愛媛県

市区町村番地等

法人の目的

社員の数（公益社団法人のみ）

都道府県

事業
年度

運営組織及び事業活動の状況の概要等について

１．法人の基本情報について

【別紙１：公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第28条
　　　　　第１項第２号に掲げる書類】

平成25年4月1日

公益財団法人えひめ女性財団

自 令和5年4月1日 法人コード A012341

法人名
公益財団法人えひめ女性財
団

２．事業活動等について

　(１)　収支相償

円

50%

収入の額

円104,748,063

収入&amp;#8722;費用欄の数値がプラスでないため、本欄の記入は不要です。



44,105,794

0

資産額
円

円

負債額
1,095,408,595

円

公益実施費用額

収益等実施費用額

　(３)　寄附を受けた財産の額

公益目的事業比率
（①欄の額÷①欄～③欄の合計額）

7,754,304

円

％84.8

円
寄附を受け
た財産の額

① 0 円

円250,093,730

うち個人から

うち法人から

0

0

公益目的取得財産残額（①欄＋②欄の合計額）

　(７)　当事業年度の末日における公益目的取得財産残額

遊休財産額

　(４)　金融資産の運用収入の額

50,927,880 円

　(６)　遊休財産額

遊休財産額の保有上限額

円

①

② 円

円

円

円

　(５)　資産、負債及び正味財産の額

16,269,598

公益目的増減差額

250,000

注　当事業年度以前に受けた勧告又は命令であって、行政庁に改善の報告をしていないものを含みます。

　(９)　事業の運営に関する行政庁からの勧告又は命令の有無

（うち、退職手当の額） 0 円

当事業年度の勧告又は命令の有無（注） 無

円

　(８)　理事、監事及び評議員の報酬等の額

公益目的保有財産の帳簿価額の合計額② 250,093,730 円

理事等の報酬等の総額

110,629,728

金融資産の運用収入の額

110,629,728

　(２)　公益目的事業比率

12,007,351

③ 管理運営費用額

正味財産額 1,051,302,801

円


